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春の日差しを感じる３月を迎え、心がウキウキしてきます。とはいえ、「三寒四温」（３日

寒い日が続いた後に４日暖かい日が続くような陽気）による気温差で体調を崩さないように

気をつけたいものです。たくさんの思い出が詰まった１年間もあとわずかとなりました。１

年間を共にしたクラスの仲間たちとの残りの日々を一日一日大切に過ごせますように！ 

 

●感染症の状況 

 小田原医師会の感染症情報（ホームページでご覧になれます）によると、２月２３日～

3月 1日の期間中で多い感染症は、１位：インフルエンザ、２位：感染性胃腸炎、３位：

新型コロナウイルス感染症でした。本校でも 2 月からインフルエンザ B 型が流行しまし

たが、おかげさまで学級閉鎖には至らず、感染者も減少傾向にあります。卒業式も近いの

でこのまま収束に向かうことを祈っています。ラストまで気を抜かずに、うがい・手洗い・

換気等のかぜ対策を行って過ごすようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語には状況や 

相手への気持ちに応 

じて感謝を表す言葉 

がたくさんあります。 

 

みなさんは「ありがとう」と口に出してい

ますか。この言葉は、発した人にとっても受

け取った人にとっても、ストレスの軽減・免

疫力の向上・人間関係の劇的な改善といった

科学的根拠のあるメリットがあるそうです。

感謝の言葉を口にして自分も周りの人も素

敵な一日を過ごせるようにしましょう。 

保護者の皆さま、一年間保健活動にご理解

とご協力をいただきありがとうございまし

た。 

 



 

●3月3日は耳の日でした。 

●6年生のみなさん、ご卒業おめでとう‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、卒業を目前にした 6年生たちと、入学の頃の思い出話をしました。 

新型コロナウイルスの感染症対策による保護者の出席が一人に制限された 

入学式。翌日から 2か月間の外出自粛、ようやく迎えた 6月から学校生活 

は、三密を避けた分散登校、その後もソーシャルディスタンス・マスク着用・ 

健康観察・消毒・黙食・イベントの自粛…これがあたりまえの小学校生活だ 

と新入生たちが誤解してしまわないか心配したものです。棚にしまっていた 

コロナ禍の「健康観察表」。子どもたちに見せたら「懐かしい～。廊下に並んでチェックを受けて

教室に入ったね。」なんて、当時がよみがえったようでした。 

進級するにつれ友だちとのトラブルを抱える子や、教室での学習が困難に感じる子が増えてきま

した。コロナ禍で人との距離の取り方や関わり方が分からなかったのかもしれません。そんな子ど

もたちにも高学年になるに連れて、夢中で学習に向かう姿が見られるようになりました。なかよし

班では下学年に優しく接し、リーダーとして意欲的に取り組む姿に成長を感じました。修学旅行も

自分たちで盛り上げていて、とても楽しそうに過ごしていました。 

感染症の心配もなく学校に通えることができている今に、本当に幸せを感じます。コロナ禍の

日々を一緒に乗り越えてきた 6 年生ともいよいよお別れです。元気で明るい 6 年生、楽しい思い

出をありがとう！そして、ご卒業おめでとう‼ 


